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中
国
文
化
が
仏
教
の
教
え
と
そ
の
内
容
に
及
ぼ
し
た
影

響
は
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
研
究
領
域
で
あ
る
。
西
洋
世

界
で
は
、
そ
れ
は
特
に
ケ
ネ
ス
・
チ
ェ
ン
の
諸
論
文
な
ら

び
に
彼
の
著
作
『
仏
教
と
中
国
社
会
（
邦
訳
題
）』（
一
九

七
三
年
）
に
よ
っ
て
明
る
み
に
出
さ
れ
た
。
そ
の
影
響
下

に
、
仏
教
の
異
文
化
適
応
（
こ
の
場
合
、
中
国
化
）
の
問
題

と
と
も
に
、
そ
の
在
家
化
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。

　

中
国
で
は
、
仏
教
も
、
さ
ら
に
は
道
教
も
、
国
家
の
諸

分
野
で
の
儒
教
の
支
配
的
地
位
を
覆
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
そ
れ
故
、
仏
教
は
、
新
し
い
文
化
の
中
で
布
教

す
る
た
め
、
こ
の
状
況
に
適
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
鳩
摩
羅
什
到
来
以
前
の
、
中
央
ア
ジ
ア
出

身
の
初
期
の
訳
経
者
た
ち
は
、
仏
教
の
道
徳
的
原
則
を
理

解
可
能
な
言
葉
で
翻
訳
し
よ
う
と
努
め
、
そ
れ
故
、
儒
教

的
な
用
語
や
、
さ
ら
に
は
道
教
的
な
用
語
を
借
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
中
国
の
疑
経
が
作
成
さ

れ
、
仏
教
を
よ
り
よ
く
受
容
さ
せ
る
た
め
、
道
教
や
儒
教

の
宗
教
的
表
現
と
民
間
信
仰
を
混
淆
し
た
の
で
あ
る
。

　

西
暦
六
七
年
頃
、
後
漢
の
明
帝
が
見
た
、
仏
教
の
来
朝

に
つ
い
て
の
夢
も
、
二
〇
〇
年
前
後
の
仏
教
者
た
ち
が
発

展
さ
せ
た
一
つ
の
「
発
明
」
で
あ
っ
た
。
仏
教
が
皇
帝
か

ら
公
的
な
お
墨
付
き
を
得
た
と
装
う
こ
と
で
、
中
国
の
仏

教
者
た
ち
は
、
自
ら
の
宗
教
に
、
貴
族
や
庶
民
が
口
を
は

さ
め
な
い
権
威
を
ま
と
わ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

儒
教
道
徳
で
は
家
族
に
重
要
性
を
認
め
て
い
た
が
、
こ

の
こ
と
は
中
国
で
の
仏
教
の
伝
播
・
拡
大
の
中
で
、
在
家

者
に
付
与
さ
れ
た
地
位
に
影
響
し
た
。
維
摩
詰
に
よ
っ
て

示
さ
れ
た
範
例
は
、
中
国
の
下
級
貴
族
の
間
で
の
仏
教
伝

播
に
貢
献
し
た
。
父
親
で
あ
り
、
立
派
な
家
柄
の
富
裕
な

家
長
で
あ
り
、
人
格
に
よ
っ
て
光
り
輝
く
維
摩
詰
は
、
確

か
に
イ
ン
ド
の
苦
行
者
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
か
っ
た
。
同

様
に
、『
法
華
経
』
の
中
で
は
多
数
の
譬
喩
譚
が
描
く
と

お
り
、
在
家
者
の
地
位
は
非
常
に
存
在
感
が
あ
っ
た
。

　

一
般
的
に
言
っ
て
、
イ
ン
ド
世
界
と
は
反
対
に
、
仏
教

の
関
心
を
よ
り
現
象
世
界
の
人
間
存
在
の
方
に
向
か
せ
る

こ
と
に
、
中
国
文
化
は
寄
与
し
た
。
そ
れ
は
、
個
人
的
宗

教
（
世
俗
世
界
か
ら
の
解
脱
）
か
ら
、
よ
り
普
遍
的
な
宗
教

（
世
俗
世
界
と
そ
こ
に
暮
ら
す
衆
生
の
救
済
）
へ
の
移
行
に
寄

与
し
た
の
で
あ
る
。	
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